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年頭にあたって
中央農業総合研究センター所長　佐々木昭博

　
昨
年
は
本
当
に
暑
い
年
で
し
た
。

世
界
気
象
機
関
（
W
M
O
）
の
発
表

に
よ
る
と
、
2
0
1
0
年
の
世
界
気

温
は
1
9
6
1
〜
1
9
9
0
年
の
平

均
値
を
0
・
44
〜
0
・
66
度
上
回
り
、

過
去
最
高
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
国
内
で
は
水
稲
の
登

熟
期
に
異
常
な
高
温
が
続
き
、
白
未

熟
粒
が
多
発
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
1
等
米
比
率
が
大
幅
に
低
下
し
ま

し
た
。
春
と
秋
の
野
菜
の
価
格
高
騰

も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
9

月
に
は
観
測
史
上
初
め
て
台
風
が
北

陸
地
方
（
福
井
県
）
に
上
陸
し
た
ほ
か
、

竜
巻
の
発
生
、
季
節
外
れ
の
黄
砂
の

飛
来
な
ど
、
ま
さ
に
気
象
変
動
を
実

感
す
る
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
農
林
水
産
省
が
9
月
に
発

表
し
た
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
国

内
の
農
業
就
業
人
口
が
前
回
調
査
の

2
0
0
5
年
に
比
べ
75
万
人
減
少
、

減
少
率
は
22
・
4
％
と
1
9
8
5
年
以

降
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
就
業

者
の
平
均
年
齢
は
2
0
0
5
年
の
63
・

2
才
か
ら
65
・
8
才
に
上
が
り
、
高
齢

化
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
米
の

消
費
は
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
10
月
の
相
対

取
引
価
格
は
60
�
１
万
2
7
8
1
円
で
、

前
年
同
月
に
比
べ
て
２
千
円
以
上
下

が
り
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
産
の
生

産
数
量
目
標
は
前
年
比
2
・
2
％
減
の

7
9
5
万
ト
ン
と
な
り
、
水
田
の
有

効
利
用
が
一
層
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
の
4
月

か
ら
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研

究
機
構
の
第
3
期
中
期
目
標
期
間
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
中
央
農
研
は
、

機
構
の
一
員
と
し
て
、
変
化
す
る
農

業
現
場
や
社
会
の
要
請
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
2
期

中
期
目
標
期
間
で
は
、
水
田
の
有
効

活
用
と
環
境
保
全
型
農
業
の
研
究
分

野
で
、
水
稲
の
新
品
種
、
水
田
転
換

畑
に
お
け
る
大
豆
・
麦
の
安
定
生
産

技
術
、
臭
化
メ
チ
ル
剤
代
替
の
新
た

な
ウ
ィ
ル
ス
病
防
除
技
術
、
土
壌
窒

素
の
簡
易
診
断
技
術
な
ど
多
く
の
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
田

植
え
ロ
ボ
ッ
ト
、
バ
イ
オ
燃
料
の
研

究
成
果
で
も
注
目
さ
れ
る
技
術
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
第
3
期
で
は
、
こ
う
し
た
成
果
に

つ
い
て
、
個
別
技
術
を
体
系
化
し
、

体
系
化
さ
れ
た
技
術
は
普
及
の
拡
大

を
図
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

最
終
的
な
目
標
は
社
会
へ
の
実
装
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
技
術
開
発
の
根
幹
を
支

え
る
シ
ー
ズ
の
培
養
も
重
視
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
実
用
化
ま
で

時
間
が
か
か
る
研
究
で
あ
っ
て
も
、

目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
は
し
っ
か
り
と

見
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
産
業

省
（
農
林
水
産
省
）
所
管
の
研
究
開

発
独
立
行
政
法
人
と
し
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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若手農林水産研究者表彰式

バイオマス資源循環研究チーム　飯嶋　渡

第9回日本農学進歩賞及び
平成22年度（第6回）若手農林水産研究者表彰を受賞して

は
じ
め
に

　
こ
の
度
、
第
9
回
日
本
農
学
進
歩
賞
並
び

に
平
成
22
年
度
若
手
農
林
水
産
研
究
者
表
彰

を
受
け
て
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
賞
対
象
と
な
り
ま
し
た
研
究
は
「
動
植
物

油
脂
か
ら
の
バ
イ
オ
燃
料
製
造
技
術
の
開
発

／
実
用
化
」
で
す
。
本
研
究
は
、
平
成
13
年

に
中
央
農
研
に
異
動
し
て
以
来
、
今
日
ま
で

続
け
て
き
た
課
題
で
す
。
こ
の
間
、
共
同
研

究
者
を
始
め
多
く
の
方
々
の
御
支
援
と
御
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
研
究
を
継
続
・
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、
研
究
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
致

し
ま
す
。

背
景
・
目
的

　
本
研
究
で
は
、
動
植
物
油
脂
を
石
油
の
代

り
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
バ
イ
オ
液
体

燃
料
に
変
換
す
る
技
術
の
開
発
と
そ
の
実
用

化
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
技
術
に
は

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
呼
ば
れ
る
軽
油

代
替
燃
料
と
、
そ
の
製
造
法
で
あ
る
ア
ル
カ

リ
触
媒
法
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

既
存
技
術
は
、
既
に
欧
州
を
中
心
に
世
界
中

で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
日

本
で
は
か
な
り
普
及
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

一
つ
に
は
燃
料
製
造
時
に
副
産
物
と
し
て
生

成
さ
れ
る
グ
リ
セ
リ
ン
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
副
生
グ
リ
セ
リ
ン
に
は
様
々
な

不
純
物
が
混
入
し
て
い
る
た
め
二
次
利
用
で

き
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
有
料
で
廃
棄
処
分
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
我
が
国
で
は
原
料
と
し
て
廃
食
用

油
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
で
容
易

に
回
収
で
き
る
多
く
の
廃
食
用
油
は
既
に
回

収
さ
れ
飼
料
や
工
業
原
料
と
し
て
再
利
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
と
の
競
合
に
よ
り

価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
動
物

脂
、
パ
ー
ム
油
な
ど
常
温
で
も
固
体
と
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
油
脂
は
取
り
扱
い
に
難
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
他
用
途
と
の
競
合
が
少
な

い
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
高
融
点
油
脂
を
従
来
技
術
で
燃
料
化
し

て
も
そ
の
融
点
は
10
℃
程
度
と
高
く
利
用
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
不
要
な
副
産
物
を
生
成
せ
ず
、

高
融
点
油
脂
で
あ
っ
て
も
低
融
点
の
燃
料
を

製
造
で
き
る
技
術
の
開
発
が
我
が
国
で
の
バ

イ
オ
燃
料
の
普
及
に
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

S
T
I
N
G
法
の
概
要

　
本
研
究
で
新
し
く
開
発
し
た
技
術
を
他
の

技
術
と
区
別
す
る
た
め
、
S
T
I
N
G
法

（Sim
ultaneous reaction of T

ransesteri-

fication and crackIN
G
-P
rocess

）
と
呼
称

し
て
い
ま
す
。

　
S
T
I
N
G
法
で
は
原
料
油
脂
と
メ
タ
ノ

ー
ル
を
容
積
比
約
2
対
1
で
混
合
し
、
温
度

4
6
0
℃
以
上
、
圧
力
20
M
P
a
、
時
間
5

分
で
反
応
を
行
い
ま
す
。
反
応
後
、
余
剰
の

メ
タ
ノ
ー
ル
等
を
除
去
す
る
こ
と
で
軽
油
代

替
燃
料
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
時
、

グ
リ
セ
リ
ン
は
高
温
・
高
圧
処
理
に
よ
る
分

解
、
水
酸
基
の
メ
チ
ル
化
な
ど
様
々
な
反
応

に
よ
り
、
メ
タ
ノ
ー
ル
、
エ
ー
テ
ル
、
エ
ス
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テ
ル
等
に
変
換
さ
れ
、
再
度
原
料
と
し
て
利

用
さ
れ
る
か
、
燃
料
と
一
緒
に
燃
焼
で
き
る

成
分
と
な
り
ま
す
。
一
部
、
未
反
応
の
グ
リ

セ
リ
ン
が
わ
ず
か
に
残
り
ま
す
が
、
再
度
原

料
に
戻
す
こ
と
で
装
置
の
外
に
排
出
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
分
解
反

応
を
含
む
様
々
な
反
応
が
同
時
に
進
行
す
る

た
め
、
そ
の
燃
料
成
分
は
3
0
0
以
上
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
通
常
の
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
よ
り
も
分
子
量
の
小
さ

い
成
分
も
多
く
含
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ラ
ー
ド
、
パ
ー
ム
油
の
よ
う
な
高
融

点
油
脂
か
ら
製
造
さ
れ
た
燃
料
の
粘
度
、
流

動
点
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、
処
理

温
度
を
5
0
0
℃
程
度
ま
で
上
昇
さ
せ
る
こ

と
で
凝
固
点
を
マ
イ
ナ
ス
5
℃
以
下
ま
で
低

下
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
さ
ら
に
処
理
温
度
を
上
げ
る
と

低
分
子
化
が
進
み
、
軽
油
だ
け
で
な
く
灯
油
・

ガ
ソ
リ
ン
の
代
り
と
な
る
成
分
を
生
成
で
き

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
特
に

5
0
0
℃
以
上
で
の
反
応
で
は
、
ハ
イ
オ
ク

ガ
ソ
リ
ン
と
全
く
同
じ
成
分
で
あ
る
芳
香
族

炭
化
水
素
を
生
成
で
き
る
た
め
、
生
成
し
た

ガ
ソ
リ
ン
代
替
燃
料
1
0
0
％
で
歩
行
用
耕

耘
機
な
ど
で
作
業
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

S
T
I
N
G
法
の
実
用
化

　
こ
う
し
て
開
発
し
た
技
術
は
、
当
時
の
バ

イ
オ
燃
料
ブ
ー
ム
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
民

間
企
業
数
社
と
共
同
で
製
品
化
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
、
2
0
1
0
年
に
は
商
社
を
通
し

て
全
国
に
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
と
平
行
し
て
、
地
方
自
治
体
、
食
品
加
工

工
場
な
ど
数
カ
所
で
の
実
証
試
験
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
神
奈
川
県

川
崎
市
に
お
い
て
N
P
O
等
と
共
同
で
一
般

家
庭
か
ら
の
廃
食
用
油
回
収
を
含
め
た

L
C
A
的
評
価
を
行
い
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
、
製
造
コ
ス
ト
共
に
グ
リ
セ
リ
ン
を
有
効

利
用
し
な
い
従
来
技
術
よ
り
も
低
減
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
装
置
導
入
の
た
め
の
予
備
試
験
な

ど
が
い
く
つ
か
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ

ら
な
る
普
及
と
話
題
提
供
を
す
る
べ
く
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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市
民
講
座
開
講
中

　
中
央
農
研
を
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
に
、
研
究
者

が
専
門
分
野
の
話
題
を
中

心
に
お
話
す
る
市
民
講
座

を
毎
月
、第
２
土
曜
日（
9

時
30
分
〜
10
時
30
分
）に

食
と
農
の
科
学
館
で
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
41
回
2
月
12
日（
土
）

　
　
ア
ジ
ア
の
水
田
に
て

　
　
　
│
イ
ネ
害
虫
防
除
の
海
外
技
術
協
力
│

第
42
回
3
月
12
日（
土
）

　
　
身
近
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 

　

T
E
L
　
0
2
9
│

8
3
8
│

7
1
5
8
　
　

F
A
X
　
0
2
9
│

8
3
8
│

8
5
7
4

平
成
22
年
度
関
東
地
域
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
１２
月
１５
日
に
サ
イ
エ
ン
ス
ホ
ー
ル（
千
代
田
区
北
の

丸
）に
お
い
て
、農
林
水
産
省
と
の
共
催
に
よ
り
関
東

地
域
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。テ
ー

マ
は
「
飼
料
イ
ネ
・
飼
料
米
の
効
率
的
な
生
産
・
利
用

技
術
」
で
、畜
産
草
地
研
究
所
、作
物
研
究
所
の
協

力
の
下
、生
産
者
、農
業
技
術
者
、行
政
関
係
者
、研

究
者
な
ど
幅
広
い
関
係
者
を
対
象
に
、飼
料
用
イ
ネ

の
生
産
と
そ
の
利
用
を
効
率
化
す
る
た
め
の
最
新
技

術
の
紹
介
や
技
術
を
利
用
す
る
立
場
か
ら
現
場
報

告
を
行
う
と
と
も
に
、成
果
発
表
に
関
連
す
る
機
械

等
の
展
示
や
実
演
を
行
う
な
ど
、双
方
向
の
意
見
・

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
数
は
、県
の
機
関
、J
A
・
生
産
者
、企
業
・

団
体
な
ど
1
8
4
名
で
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、「
飼
料
用
イ
ネ
の
生
産
か
ら
給
与
ま
で
最
近
の

成
果
や
現
場
で
の
問
題
が
分
か
っ
た
」
、「
飼
料
米
破

砕
機
の
実
物
が
見
ら
れ
た
」
な
ど
内
容
を
満
足
と
す

る
も
の
が
大
部
分
で
、ま
た
、「
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
荷
役
具
」

を
始
め
と
す
る
各
技
術
を
導
入
・
推
進
し
た
い
と
の

意
向
が
記
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、今
後
の
普
及
に
向

け
て
大
き
な
契
機
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア

　
１１
月
２４
日
〜
２６
日
の
３
日
間
、幕
張
メ
ッ
セ
に
お
い

て
、ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、３
日

間
で
約
２
万
７
千
人
と
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
入
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
農
研
機
構
の
全
研
究
機
関
が
参
加
す
る
中
、中

央
農
研
か
ら
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
チ
ー
ム
の「
カ
ッ

ト
野
菜
を
用
い
た
食
材
セ
ッ
ト
の
受
注
・
販
売
シ
ス
テ

ム
」
を
出
展
し
、農
産
物
販
売
や
流
通
な
ど
幅
広
い

関
係
者
に
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
よ
る
デ
モ
を
交
え
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、産
学
官
連
携
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
地

域
を
変
え
る
農
業
研
究
」（
農
研
機
構
の
発
表
）の
中

で
、三
浦
低
コ
ス
ト
稲
育
種
研
究
北
陸
サ
ブ
チ
ー
ム
長

が
「
越
の
か
お
り
」
な
ど
新
品
種
の
普
及
の
た
め
の
連

携
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、同
時
開
催
の
ア
グ
ロ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
０

１
０
に
は
、関
東
飼
料
イ
ネ
研
究
チ
ー
ム
の「
飼
料
米

破
砕
機
」
を
出
展
し
、実
機
に
よ
る
実
演
は
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
取
材
を
受
け
る
な
ど
大
変
好
評
で
し
た
。


